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住友 洋介（すみとも・ようすけ）
素粒子原子核専攻。「M理
論に存在する膜の有効理論
に つ い て の 研 究 」 で、
2009年3月に長倉研究奨励
賞を受ける。

◆長倉研究奨励賞と総合研
究大学院研究賞◆
長倉三郎初代学長からの奨
学寄付金をもとに、学生の
先導的な研究を奨励するた
め、1995年に設けられた。
各専攻長及び選考委員会の
審議によって、「総研大研
究賞受賞者」が選ばれ、そ
の中から「長倉研究奨励賞
受賞者」が選ばれる。

多数の M理論に存在する
膜が寄り集まると、ブラッ
クホールを形成する。
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mRNA、レトロトランスポゾン

siRNA-タンパク質 複合体

偽遺伝子、レトロトランスポゾン

内在性siRNA

偽遺伝子、レトロトランスポゾン

サイレンシング
（mRNA分解）

出馬 圭世（いずま・けいせ）
生理科学専攻。「ヒトの利
他性を支える脳内メカニズ
ムの検討」で、2009年3月
に総研大研究賞を受ける。

田邊 優貴子（たなべ・ゆきこ）
極域科学専攻。「南極湖沼
における藻類群集の光生
理・生態学的研究」で、
2009年3月に総研大研究賞
を受ける。

渡部 聡朗（わたなべ・としあき）
遺伝学専攻。「マウス生殖
細胞における新規小分子
RNAの発見とその機能・生
合 成 経 路 の 解 析 」 で、
2009年3月に長倉研究奨励
賞を受ける。

内在性 siRNAはレトロト
ランスポゾンや偽遺伝子か
ら生成される。

（取材・構成　秦 千里）


